
① 定置網漁業の安定的な操業を確保するため、クロマグロの混
獲回避の取組（放流作業）を支援（定額）       ２．３億円 

 
② 定置網からクロマグロを逃がすため、魚の入り具合を適時把
握する魚探、箱網の一部を海面下に沈下させる水中ウインチ等
の機器導入を支援（１／２補助）             ０．７億円 

 
 クロマグロの数量管理のため、更に強度な資源管理に取り組む
沿岸漁業者を対象に、漁業収入安定対策事業（強度資源管理タイ
プ）における払戻判定金額（＝補てん水準：通常は直近５中３で計
算）を平成29年の水準（24年～28年の5中3で計算）から下回らな
いよう措置 

 クロマグロ資源管理に必要な取組に対する支援 
（平成29年度補正予算） 

 資源管理による収入減少に対する補てん 
（収入安定対策の拡充） 

 

 定置網の混獲回避・漁獲を抑制する漁具改良等の技術開発、ク
ロマグロ数量管理に必要な管理マニュアルの作成・指導等を支援
（定額）                               １．０億円 

クロマグロ資源管理に必要な技術開発等に対する支援 
（平成30年度当初予算） 

クロマグロ資源管理促進対策   ４．０億円 

中西部太平洋まぐろ類委員会（ＷＣＰＦＣ）の国際約束に基づくクロマグロの漁獲上限の遵守が課題と
なっている中、魚種選択性の低い定置網漁業等において、経営への影響を最小化しつつ、安心して資
源管理に取り組める環境を整備します。 

【例：遊泳層の違いを利用して逃がす放流技術の開発】 

出典：「定置網に入網したクロマグロ幼魚の放流技術の開発」報告書 
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【定置網漁業の例】  
 漁獲金額の減少に伴い、基準漁獲金額が前回契約から１０％減少した場合 

＿675万円（75％）  

共済限度額＿  

基準漁獲金額＿   

払戻判定金額＿  

＿1,000万（100％） 

＿750万円（75％）  

漁業共済 

自己責任部分 

前回契約 今回契約 
（改正前） 

今回契約 
（改正後） 

漁業共済 漁業共済 

自己責任部分 

積立ぷらす 

積立ぷらす 

＿950万円（95％）  
（10％減少） 

＿675万円（75％）  

＿855万円（95％）  

＿900万円（100％） 
＿950万円 
 （前回金額）  

積立ぷらす 


